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お知らせします

の、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
を
通
し
　
　
　
整
鑑

す
て
き
な
ふ
る
さ
と
づ
雛
軌
．

　
「
大
好
き
十
日
町
会
」
が
発
会
し
て
、
こ
の
4
月
で
7
年
が
経
過

し
ま
す
。
会
で
は
、
「
交
流
を
通
し
す
て
き
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を

し
よ
う
と
、
8
年
度
も
会
報
の
発
行
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
営
委
員

会
で
は
「
十
日
町
フ
ァ
ン
」
を
ま
す
ま
す
増
や
す
た
め
の
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
紙

面
で
は
昨
年
行
わ
れ
た
事
業
の
報
告
を
し
ま
す
。

上
野
公
園
花
見
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
7
日
）

　
交
流
事
業
の
第
一
弾
は
、
8
年
度

も
こ
の
ツ
ア
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。

首
都
圏
の
会
員
と
市
民
と
の
交
流
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
花
見
会
、
今

回
4
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
年
々
参

加
者
数
が
増
え
、
今
回
は
2
百
人
を

超
え
る
大
盛
況
で
し
た
。

　
一
昨
年
の
雨
と
は
打
っ
て
変
わ
り

晴
天
の
上
野
公
園
花
見
会
場
。
会
長

の
本
田
市
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

岡
村
さ
ん
の
「
天
神
嚥
子
」
が
出
る

こ
ろ
に
は
盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
。

カ
ラ
オ
ケ
あ
り
、
抽
選
会
あ
り
で
楽

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
花
見
会
で
は
事
前
に
連
絡
を

取
り
合
い
、
会
場
を
利
用
し
て
同
級

会
や
親
族
会
を
し
た
参
加
者
も
あ
っ

た
と
か
。
こ
ん
な
一
石
二
鳥
の
利
用

方
法
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

転
入
者
の
集
い
を
応
援

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
1
9
日
）

　
3
月
、
4
月
は
年
間
を
通
し
て
転

出
入
の
最
も
多
い
時
期
。
縁
あ
っ
てクライマックス、十日町小唄の輪踊り

十
日
町
市
に
転
入
し
て
き
た
人
た
ち

を
一
堂
に
集
め
、
市
の
概
要
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
「
転
入
者
の
集
い
」

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
運
営
委
員
が

会
に
参
加
し
、
転
入
者
に
様
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
エ
ス
コ
ー

ト
役
を
務
め
ま
し
た
。

第
1
3
回
森
林
の
市
に
参
加

　
　
　
　
（
6
月
7
日
～
9
日
）

　
林
野
庁
が
山
村
住
民
と
都
市
住
民

と
の
交
流
を
図
る
目
的
で
、
昭
和
5
9

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
会
場
は
東
京
代
々
木
公
園

B
地
区
。

　
会
で
は
、
ク
ロ
ス
ー
0
と
一
緒
に
参

加
し
市
内
の
物
産
を
販
売
す
る
と
と

も
に
、
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

す
る
な
ど
、
十
日
町
市
の
P
R
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

第
6
回
少
年
野
球
交
流
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
月
1
0
日
）

　
大
会
は
、
市
内
か
ら
市
長
杯
ベ
ス

ト
4
、
県
内
か
ら
4
チ
ー
ム
、
県
外

か
ら
2
チ
ー
ム
の
合
計
1
0
チ
ー
ム
を

迎
え
、
炎
天
下
の
笹
山
野
球
場
と
サ

ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
野
球
場
を
会
場

2

㌧

㌧

、
｝



に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
昨
年
よ
り
参
加
が
2
チ
ー
ム
増

え
た
今
大
会
、
ち
び
っ
子
た
ち
の
気

迫
に
満
ち
た
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
決
勝
戦
は
市
長
杯
を
制
し

た
「
新
座
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」
と
、
「
中

条
龍
王
」
と
の
間
で
行
わ
れ
、
接
戦

の
末
、
「
新
座
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」
が
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合

終
了
後
は
、
妻
有
大
橋
下
の
河
川
敷

で
行
わ
れ
て
い
た
「
大
好
き
信
濃
川

S
N
O
W
＆
W
A
T
E
R
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
に
も
参
加
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
や
雪
遊
び
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

大
好
き
信
濃
川
S
N
O
W
＆

W
A
T
E
R
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
（
8
月
1
0
日
～
1
2
日
）

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
イ
ベ
ン

ト
の
効
率
性
と
入
場
者
の
増
加
を
ね

ら
い
、
昨
年
ま
で
単
独
イ
ベ
ン
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睾
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

灘

大盛況！魚のつかみどり

し
て
開
催
し
て
い
た
「
大
好
き
夏
ま

つ
り
」
と
「
克
雪
フ
ェ
ア
」
を
ド
ッ

キ
ン
グ
さ
せ
、
さ
ら
に
信
濃
川
の
水

問
題
を
公
開
討
議
す
る
「
信
濃
川
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
同
時
開
催
し
た
も

の
で
す
。
信
濃
川
と
雪
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

延
べ
1
万
7
千
人
の
人
出
が
あ
り
ま

し
た
。

　
皆
で
楽
し
ん
だ
3
日
間
、
信
濃
川

の
再
生
と
河
川
敷
の
有
効
利
用
が
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
ま
す
ま
す

進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
も

　
　
　
や
っ
て
き
ま
し
た

■
4
月
に
は
、
「
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
東
京
電
力

　
本
社
、
鹿
島
建
設
本
社
を
訪
れ
、

　
会
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

■
5
月
に
は
、
物
産
会
員
（
5
5
人
）

　
に
春
の
物
産
を
発
送
し
ま
し
た
。

■
8
月
に
は
、
「
十
日
町
お
お
ま
つ
り
」

　
に
参
加
。
運
営
委
員
が
明
石
万
灯

を
か
つ
ぎ
ま
し
た
。

■
季
刊
誌
、
月
刊
紙
の
発
行
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

外
会
員
へ
市
報
の
発
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。

中
条
龍
王
が
越
谷
に
遠
征

　
　
　
　
（
1
1
月
3
日
・
4
日
）

　
第
6
回
少
年
野
球
交
流
大
会
の

夜
、
妻
有
大
橋
下
の
河
川
敷
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ
な
が
ら
話
し
合
わ

れ
た
越
谷
遠
征
が
実
現
し
、
中
条
龍

王
チ
ー
ム
が
埼
玉
県
越
谷
市
の
黒
田

私
設
球
場
で
、
地
元
の
4
チ
ー
ム
と

交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
福
嶋
千
晃
君
は
「
相

手
チ
ー
ム
は
一
年
問
に
8
0
試
合
も
す

る
そ
う
で
す
。
雪
が
降
ら
な
い
か
ら

一
年
中
試
合
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ

れ
が
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た

で
す
。
野
球
を
通
し
て
で
き
た
友
達

と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
。
僕
た
ち

は
今
年
で
卒
業
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
小
さ
い
子
供
た
ち
に
野
球
を
教
え

て
い
き
ま
す
。
交
流
の
源
に
な
っ
て

く
れ
た
大
好
き
十
日
町
会
の
役
員
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
主
催
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
膨
ら

み
を
増
し
た
一
例
で
す
。

第
2
回
首
都
圏
在
住
の
十

日
町
が
大
好
き
な
皆
さ
ん

と
の
交
流
会
（
1
1
月
1
6
日
）

　
「
ホ
ッ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
に
い
が
た
9
6
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
、
東
京
ド
ー
ム

近
く
の
「
後
楽
園
飯
店
」
で
に
ぎ
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

1
4
0
人
。

　
ま
ず
、
会
長
の
本
田
市
長
が
「
ほ

く
ほ
く
線
」
の
開
通
で
一
段
と
近
く

な
る
十
日
町
を
P
R
。
乾
杯
の
後
は
、

地
酒
と
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

な
つ
か
し
い
よ
も
や
ま
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
間
で
は
ミ
ス

雪
ま
つ
り
に
よ
る
「
ほ
く
ほ
く
線
」

と
「
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
の
紹
介

が
あ
っ
た
り
、
十
日
町
の
名
産
品
が

当
た
る
抽
選
会
が
あ
っ
た
り
し
て
、

会
場
は
い
や
お
う
な
し
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
今

回
初
参
加
と
な
っ
た
十
日
町
市
舞
踊

協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
十
日
町
小
唄

の
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
で

輪
踊
り
を
行
い
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
研
修
会

　
　
　
　
（
1
1
月
2
5
日
・
2
6
日
）

　
こ
れ
か
ら
の
「
大
好
き
十
日
町
会
」

に
期
待
さ
れ
る
役
割
、
活
動
方
針
な

ど
を
前
向
き
に
、
本
音
で
意
見
交
換

す
る
た
め
、
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」

を
会
場
に
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
他
の
地
域
活
動
グ
ル

ー
プ
と
の
相
互
交
流
と
連
携
、
会
に

望
む
こ
れ
か
ら
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

在
り
方
、
会
の
活
動
の
方
向
性
と
交

流
の
輪
の
拡
大
に
つ
い
て
で
す
。
当

日
は
、
「
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
2

0
0
5
年
委
員
会
」
の
委
員
の
方
々

か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
現
況

や
今
後
の
活
動
の
方
向
性
な
ど
を
発

表
し
て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
研
修
会
で
の
意
見
な
ど

を
参
考
に
し
て
、
会
の
活
動
の
方
向

性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

活発な意見が飛び交います

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
2
月
1
5
日
・
1
6
日
に
は
、
参
与
市

　
民
雪
ま
つ
り
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催

　
し
ま
す
。

■
2
月
末
に
は
、
物
産
会
員
に
冬
の

　
物
産
を
発
送
し
ま
す
。

■
時
期
は
未
定
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
を
開
設
す
る
た
め
の
準
備

　
を
進
め
て
い
ま
す
。
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先人のくらしのかおり…
　　　　　平成8年度の遺跡発掘調査
　平成8年度に十日町市教育委員会が発掘調査をした遺跡は、11遺跡にのぽ

ります。それらは、県営ほ場整備事業、リゾート開発事業、区画整理事業の

工事に先立って行われています。

　昨年は、多い時で60人以上の作業員の人たちにより発掘調査が進められ、貴

重な遺物や遺構が姿を現わしました。その代表的な遺跡について紹介します。

　
　
　
　
野
首

　
　
　
　
　
　
遺
跡

　
の
く
び

　
野
首
遺
跡
（
下
条
上
新
田
地
区
）

は
、
信
濃
川
と
飛
渡
川
の
合
流
地
点

に
ほ
ど
近
い
飛
渡
川
右
岸
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
地
元
の
人
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぜ

ち
が
農
作
業
を
し
て
い
る
と
、
畔
か

ら
土
器
や
石
器
が
の
ぞ
い
て
い
る
と

い
う
情
報
や
採
集
資
料
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
遺
跡
で
す
。

　
今
回
の
発
掘
以
前
に
も
平
成
元
年

に
、
送
電
線
の
鉄
塔
工
事
に
伴
い
調

査
さ
れ
平
安
時
代
及
び
中
世
の
遺
物

や
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
平
成
8
年

3
月
中
旬
か
ら
1
0
月
下
旬
ま
で
の
約

7
か
月
間
に
わ
た
り
、
前
回
調
査
区

域
よ
り
北
方
の
約
6
3
0
0
平
方
暦

の
範
囲
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
連
日
ス
ー
パ
ー
の
袋

に
し
て
約
5
0
～
㎜
袋
と
い
う
大
量
の

縄
文
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
せ
き
ぼ

土
し
、
住
居
跡
や
炉
跡
、
配
石
墓
な

ど
の
遺
構
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　
土
器
は
、
表
面
に
付
け
ら
れ
た
文

様
か
ら
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期

（
今
か
ら
約
5
千
年
～
約
3
千
年

前
）
の
も
の
が
大
部
分
で
、
こ
の
中

に
は
、
火
焔
形
土
器
や
王
冠
形
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
す

な
ど
の
深
鉢
形
土
器
や
急
須
に
似
た

注
口
土
器
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
せ
き
ぞ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
き

　
石
器
に
は
石
鍍
、
石
槍
、
掻
器
、

　
　
　
　
　
　
　
せ
き
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り

三
脚
石
器
、
打
製
石
斧
、
石
皿
、
磨

い
し
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
す
い

石
、
石
核
、
石
錘
、
釣
り
針
、
石
棒
、

は
く
へ
ん

剥
片
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、

土
製
耳
飾
り
、
三
角
形
土
偶
、
ス
タ

ン
プ
形
土
版
、
土
偶
な
ど
も
発
見
さ

れ
、
十
日
町
市
に
お
け
る
発
掘
史
上

最
大
の
遺
物
出
土
量
を
記
録
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
た
て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ
あ
と

　
遺
構
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
1
0

　
　
ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
あ
と

棟
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
3
棟
の
ほ

か
、
石
で
組
ん
だ
炉
、
平
ら
な
石
を

敷
き
詰
め
た
配
石
墓
、
食
料
の
貯
蔵

に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
巨
大
な

フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
な
ど
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
野
首
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
中
期
に

は
集
落
と
し
て
、
後
期
に
は
墓
地
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
長
野
県
産
と
思
わ
れ
る
黒

曜
石
の
原
石
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、

か
な
り
遠
方
の
地
域
と
の
交
流
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

欝麟

口口貴重な，

ア
ド
ゥ
ア
さ
ん

一
日
警
察
署
長
で
P
R

　
「
1
1
0
番
の
日
」
の
1
月
1
0
日

團
、
十
日
町
市
国
際
交
流
員
の
ア
ド

ゥ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
さ
ん
が
一
日

警
察
署
長
を
務
め
ま
し
た
。
署
長
室

で
榎
本
副
署
長
か
ら
一
日
署
長
の
辞

令
を
受
け
た
後
、
ア
ド
ゥ
ア
さ
ん
が

現
金
入
れ
の
バ
ッ
ク
を
盗
ま
れ
た
と

い
う
想
定
で
、
同
署
の
公
衆
電
話
か

ら
県
警
本
部
に
英
語
で
緊
急
通
報
を

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
署
員
と
セ
ン
タ
ー
ク
ロ

ス
で
「
何
か
あ
っ
た
ら
1
1
0
番
し

て
く
だ
さ
い
」
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
り
ま
し
た
。
体
験
後
、
「
少
し
は
十

日
町
市
の
お
役
に
立
て
て
う
れ
し
い

で
す
。
と
っ
て
も
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

例
年
に
な
い
少
雪
の
中

に
ぎ
や
か
に
節
季
市i鰯齢，蟻鍵鐵灘響轟

　
十
日
町
の
冬
の
風
物
詩
、
節
季
市

が
1
月
1
0
・
1
5
・
2
0
・
2
5
日
と
諏
訪

町
通
り
を
会
場
に
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
特
に
1
5

日
は
、
休
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

早
い
時
間
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
が
繰

出
し
、
福
を
招
く
縁
起
物
と
し
て
人

気
の
「
チ
ン
コ
ロ
」
は
、
1
1
時
前
に

は
売
り
切
れ
。
節
季
市
の
主
役
、
竹

細
工
、
わ
ら
ぽ
し
、
か
ん
じ
き
な
ど

も
売
れ
行
き
は
好
調
の
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
節
季
市
は
市
外
に
も

知
名
度
が
高
く
、
長
岡
や
新
潟
な
ど

か
ら
の
お
客
様
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や
テ
レ
ビ
局

も
入
る
な
ど
、
十
日
町
市
の
P
R
に

も
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。
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島

　
　
　
　
　
A
遺
跡

　
島
A
遺
跡
（
中
条
島
地
区
）
は
、

県
道
中
条
田
川
線
の
東
方
で
、
し
っ

ぴ
つ
川
右
岸
の
傾
斜
地
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
6
月
中
旬
か
ら
約
3
か
月

間
に
わ
た
り
約
2
千
平
方
癖
の
範
囲

が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
縄
文
土
器
や
石
器
な

ど
の
遺
物
や
住
居
跡
、
土
坑
、
柱
穴

な
ど
の
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
土
器
は
、
そ
の
文
様
な
ど
か
ら
縄

文
時
代
中
期
（
今
か
ら
約
4
5
0
0

年
前
）
が
中
心
で
す
。

　
ま
た
、
土
器
の
破
片
の
中
に
は
、

割
れ
目
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
ほ
し
ゅ
う
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な

開
け
ら
れ
た
補
修
孔
と
呼
ば
れ
る
孔

を
も
ち
、
一
度
壊
れ
た
土
器
を
再
利

用
し
よ
う
と
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
石
器
は
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぽ

石
皿
、
石
鎌
、
剥
片
、
石
核
、
凹
み

い
し石

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
石
皿
は
写
真

の
よ
う
に
部
分
的
な
も
の
で
、
側
面

に
2
本
の
溝
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
構
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
⑫
棟
、

柱
穴
が
約
2
0
基
、
土
坑
な
ど
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
土
坑
の
底
か
ら
は
、

板
状
の
炭
化
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。　

島
A
遺
跡
は
、
前
述
の
野
首
遺
跡

や
笹
山
遺
跡
に
地
理
的
に
近
く
、
ま

た
同
時
期
に
人
が
生
活
し
た
可
能
性

も
あ
り
、
今
後
の
遺
物
の
研
究
に
よ

り
3
遺
跡
の
関
係
が
分
か
る
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
白
井
田

　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
A
遺
跡

　
し
ら
い
で
ん

　
白
井
田
A
遺
跡
（
新
座
地
区
）
は
、

東
小
学
校
の
北
東
約
励
銃
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
6
月
初
め
か
ら
約
1
か

月
半
に
わ
た
り
約
㎜
平
方
醗
の
範
囲

が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
と
う
じ
　
き
る
い
　
　
と
ら
い
せ
ん

　
そ
の
結
果
、
陶
磁
器
類
や
渡
来
銭

な
ど
の
遺
物
の
ほ
か
建
物
跡
や
柱
穴

列
や
集
石
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
は
　
じ
し
つ
ど
　
き

　
陶
磁
器
類
は
、
土
師
質
土
器
（
通

　
　
　
　
　
　
　
す
　
ず
や
き

称
か
わ
ら
け
）
、
珠
洲
焼
、
越
前
焼
、

　
　
　
　
　
　
せ
い
じ

瀬
戸
美
濃
焼
、
青
磁
な
ど
、
室
町
時

代
（
今
か
ら
約
姻
年
～
珈
年
前
）
の

も
の
で
す
。

　
遺
構
で
は
、
建
物
跡
が
4
～
5
棟

に
集
石
が
ー
か
所
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

　
建
物
跡
の
中
で
大
き
な
も
の
は
、

東
西
方
向
を
長
軸
と
す
る
3
間
×
7

間
（
7
m
×
1
4
・
5
m
）
の
大
き
さ

　
　
　
　
　
ひ
さ
し

で
、
南
側
に
廟
が
付
き
、
北
側
に
張

り
出
し
部
分
を
持
っ
て
い
ま
す
。
柱

穴
の
分
布
を
見
る
と
数
回
の
建
直
し

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。　

ま
た
、
発
見
さ
れ
た
遺
物
が
当
時

と
し
て
は
希
少
価
値
の
高
い
も
の
な

の
で
、
相
当
有
力
な
武
士
が
住
ん
で

い
た
の
で
し
ょ
う
。

9
年
の
発
掘
調
査

　
平
成
9
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
下

　
　
　
　
　
す
　
く
　
ぼ

条
貝
ノ
川
の
寿
久
保
遺
跡
を
は
じ
め

上
原
新
町
の
原
田
B
遺
跡
な
ど
n
遺

跡
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
十

日
町
市
に
と
っ
て
貴
重
な
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
過

去
の
十
日
町
市
の
姿
が
、
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
徐
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。

市
書
道
協
会
主
催

　
　
　
　
市
民
書
初
大
会

　
昨
年
に
続
き
「
市
民
書
初
大
会
」

が
1
月
1
9
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
行
わ
れ
、
小
・
中
学
生

を
中
心
に
約
2
百
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
開
会
式
終
了
後
、
参
加
者

は
与
え
ら
れ
た
課
題
に
向
か
い
精
神

統
一
し
、
一
筆
一
筆
て
い
ね
い
に
書

き
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
表
彰

式
に
先
立
ち
岡
村
会
長
は
「
昨
年
に

比
べ
て
一
段
と
う
ま
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
最
初
は
全
員
に
は
る
予
定

で
は
な
か
っ
た
赤
紙
を
全
員
に
は
り

ま
し
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
小
・
中
・
高
校
生
の
全
作
品
は
、

1
月
2
2
日
㈱
～
2
6
日
㈲
ま
で
の
間
、

市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
、

一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
奮
闘

　
　
　
新
そ
ば
づ
く
り

　
1
月
1
9
日
㈲
、
「
縄
文
そ
ば
の
会
」

の
皆
さ
ん
3
7
人
が
昨
秋
に
収
穫
し
た
、

そ
ば
粉
で
新
そ
ば
づ
く
り
に
励
み
ま

し
た
。
平
成
5
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

中
条
地
区
公
民
館
の
活
動
で
す
。
公

民
館
近
く
に
耕
作
し
て
い
な
い
畑
が

あ
っ
た
の
に
目
を
付
け
、
「
十
日
町
生

そ
ば
ま
つ
り
に
負
け
な
い
、
手
づ
く

り
の
う
ま
い
そ
ば
を
食
べ
よ
う
」
と
、

何
人
か
の
お
父
さ
ん
た
ち
が
言
い
出

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
昨
年
8
月
2
0
日
に
種
ま
き
、
n
月

3
日
に
刈
り
入
れ
作
業
を
行
い
、
製

粉
し
て
3
5
キ
。
に
な
り
ま
し
た
。
経
験

を
積
ん
で
い
る
の
で
お
手
の
も
の
。

こ
ね
て
、
切
っ
て
、
ゆ
で
て
、
腹
十

二
分
に
味
わ
い
ま
し
た
。

平成9年1月25日号5



TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

　　　　　　　　●

　今月のテーマは、「私たちの地域の小

正月行事」です。

　　　「十日町雪まつりの印象」

　第48回十日町雪まつりを訪れた、県

外からのお客様の声を聴きます。雪ま

つりや十日町市にどんな印象を持った

のでしょうか？

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　2月10日働までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

地
域
の
小
正
月
行
事
…
そ
の
ー
（
大
井
田
地
区
）

ほ
ん
や
ら
洞
広
場
と
雪
上
カ
ル
タ
大
会

　
大
井
田
地
区
「
ほ
ん
や
ら
洞
広
場
」

は
、
今
年
2
2
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

主
催
す
る
の
は
青
年
の
会
。
昭
和
5
0

年
前
後
、
昔
は
各
家
庭
や
町
内
で
や

っ
て
い
た
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
や
「
鳥

追
い
」
と
い
う
小
正
月
行
事
が
消
え

っ
っ
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
い
け

な
い
、
地
域
の
小
正
月
行
事
を
子
供

た
ち
に
残
し
て
や
り
た
い
、
と
い
う

気
持
ち
が
開
催
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
最
初
は
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
と
「
鳥

追
い
」
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

が
年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
今
の

形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ば
、
豚
汁
、

甘
酒
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
の
業

者
か
ら
の
寄
付
で
、
お
客
様
に
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
回

の
「
餅
つ
き
」
も
行
い
、
そ
の
場
で

食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
会
の
メ
ン
バ
ー
は
約
3
0
人
。
4
2
歳

の
厄
年
を
過
ぎ
る
と
O
B
に
な
り
ま

す
。
後
継
者
不
足
も
若
干
は
あ
り
ま

す
が
、
い
い
雰
囲
気
で
や
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
行
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
こ
の
先
も
、
今
の
子
供
た

ち
が
自
分
の
子
供
に
、
こ
の
行
事
を

と
お
し
て
「
古
き
良
き
地
域
の
伝
統

行
事
」
を
引
き
継
い
で
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
1
5
日
午
前
に
は
「
雪
上
カ

ル
タ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会
が
主

催
す
る
も
の
で
す
。
地
域
の
歴
史
や

風
物
詩
を
後
世
に
残
そ
う
、
と
の
発

想
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

縦
6
0
㎝
、
横
4
0
㎝
の
カ
ル
タ
を
雪
上

に
置
き
、
大
人
も
子
供
も
カ
ル
タ
取

り
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。
雪
国
な
ら

で
は
の
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
す
。
読
み

句
は
地
域
に
広
く
公
募
し
た
も
の
で
、

全
世
帯
に
家
庭
用
の
カ
ル
タ
と
し
て

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

雪上でのカルタ大会はここだけ

⑩

．灘嚢騨
　　し、ちに銭んし、し￥て

千葉県千葉市中央区末広5－1－11（市内小泉出身・66歳）

　　　たけ　　お

山田健男さん
（大好き十日町会会員）

1年おきにやっているクラス会

　
十
日
町
を
離
れ
て
5
3
年
。
父
は
信
工
に
勤
務
、

16

年
1
0
月
ビ
ル
マ
ヘ
出
征
、
1
7
年
1
0
月
マ
ラ
リ

ア
に
て
戦
病
死
。
1
8
年
3
月
（
吉
田
小
3
年
）
、

同
級
生
と
別
れ
母
の
実
家
の
千
葉
に
転
居
後
、

ふ
る
さ
と
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。
一
年
の
担

任
は
太
田
優
子
先
生
、
学
芸
会
の
思
い
出
は
桃

太
郎
役
の
セ
リ
フ
を
忘
れ
、
鬼
役
の
酒
井
喜
一

君
に
小
声
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
大
好
き

十
日
町
会
は
、
ふ
る
里
創
生
に
ピ
ッ
タ
リ
の
会
。

創
立
時
、
同
級
生
の
当
時
市
総
務
部
長
の
涌
井

博
君
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
家
族
ぐ
る
み
で
入

会
。
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
、
大
掛
か
り
な
企
画

と
準
備
の
影
に
は
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
の
大
変

な
努
力
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

汗
と
努
力
が
継
続
さ
れ
、
会
の
発
展
と
十
日
町

を
し
の
ん
で
い
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
の
日
本
一
は
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
。

火
焔
形
土
器
の
姿
に
表
れ
る
高
度
な
生
活
文
化
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
う
れ
し
い
雪
国
の
人
情
深

さ
。
家
族
で
年
6
回
く
ら
い
泊
ま
り
で
木
の
芽

採
り
、
ワ
ラ
ビ
採
り
に
出
か
け
ま
す
。
4
年
生

か
ら
文
通
し
て
い
る
丸
山
元
三
君
ご
夫
妻
、
涌

井
博
君
、
酒
井
久
子
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
今
年

は
待
望
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
し
、
無
限

の
発
展
を
約
束
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
雪
ま
つ
り
も
家
内
と
出
か
け
る
べ
く
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
十
日
町
ば

ん
ざ
い
、
ば
ん
ざ
い
。

6



地
域
の
小
正
月
行
事
…
そ
の
2
（
新
水
）

ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
と
八
ネ
ツ
ケ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
な
ん
で
す
よ
。
今
年
は
藁
を
6
0
束

久保田俊作さん

　
こ
の
ド
ウ
ラ
ク
ジ
ン
は
、
今
朝
8

時
か
ら
作
り
始
め
た
ん
で
す
よ
。
私

が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
（
十
社

大
明
神
）
で
や
っ
て
い
ま
す
。
昔
は

も
っ
と
大
き
い
の
を
作
っ
た
ん
も
ん

で
す
が
、
今
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
る

　
　
　
　
　
　
わ
ら

も
ん
で
す
か
ら
藁
を
集
め
る
の
が
大

使
い
ま
し
た
。
中
の
芯
は
、
秋
に
集

め
て
お
い
た
杉
っ
葉
で
す
。
昔
は
ど

こ
の
家
で
も
玄
関
の
両
脇
に
大
き
な

門
松
を
立
て
て
い
た
も
ん
だ
か
ら
、

そ
の
松
を
芯
に
し
た
ん
で
す
。

　
今
年
の
オ
ン
ビ
ル
も
調
子
良
く
上

が
っ
た
か
ら
、
豊
作
に
な
る
と
思
う

し
、
家
庭
で
も
地
区
で
も
心
配
事
は

起
こ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
に
雪
の

少
な
い
年
は
記
憶
に
な
い
で
す
ね
。

ハ
ネ
ッ
ケ
ー
シ
（
羽
根
返
し
）
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

雪
が
少
な
く
て
毎
年
や
っ
て
い
る
田

ぼ
圃
で
で
き
な
い
の
で
、
今
年
は
堂
の

前
で
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

　
羽
根
の
胴
は
う
つ
ぎ
の
木
、
羽
は

　
　
　
き
じ

山
鳥
や
堆
を
使
い
ま
す
（
3
枚
の
羽

を
胴
の
う
つ
ぎ
の
木
に
差
し
込
む
）
。

羽
の
油
が
抜
け
る
の
で
毎
年
作
り
替

え
て
い
る
ん
で
す
。
不
思
議
な
も
ん

で
、
良
く
飛
ぶ
羽
根
と
飛
ば
な
い
羽

根
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
ず
っ
と
昔
か
ら
伝
え
行
わ
れ
て
き

た
も
ん
で
す
か
ら
、
大
切
な
財
産
で

す
。
で
す
か
ら
我
々
も
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
市
の
文
化
財
（
平
成
7
年

3
月
指
定
）
に
も
し
て
も
ら
っ
た
わ

け
で
す
か
ら
。

醸
”
鐸

華

羽子板は雪下ろしのコシキ

吉
脊
桑
グ
h
ヴ
ー
4
⑳

三巨春は何事にも一生懸命で、前も後ろも分
F…ヨからない状態。年をとってから気付くも

のなんだと思います。今は色々なことに興味

があり、全力でぶつかっていっています。

盲校を卒業後、現在の職業に就きました。
同仕事は楽しいですよ。身に付けていて、

絶対に損にならない仕事だと思います。休日

は、仲間や彼女とスキーやスノーボードを楽

しんでいます。夏場は、昨年仲間で作った野

球チーム（ピストンズ）で草野球です。

新掩雛整匹轟錯彩解護
いですね。毎年仲間で少しずつ貯金をして、

2～3泊の車旅行に出かけています。昨年は、

裏磐梯に行ってきました。気兼ねをしない仲

間との旅は最高です。性格ですか、短気でわ

がままな方だと思います。でも、くよくよ考

えたりしないサッパリした性格です。根に持

たない方なんですよ。

※すでに将来を決めた人がいると言う阿部さんの

　紹介で、次回は高橋理奈さんにバトンタッチ。

　　　　講　　　　｝弊“　　　か　　　　酬P　、。・

ト　 鍵〆．〆

萄9φ
十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

暦
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

雪
の
話
題
を

　
　
　
　
事
務
所
か
ら

　
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業
ま
で
あ
と

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
知
名
度
が
低
く
、
こ
れ
か
ら
も

P
R
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
事
務
所
の
す
ぐ
近

く
に
新
潟
日
報
の
東
京
支
社
が
あ

り
、
事
務
所
の
活
動
に
つ
い
て
の

取
材
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
辺

が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
広
く
も

な
い
事
務
所
で
す
が
、
ほ
く
ほ
く

線
開
業
の
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
を
2

枚
も
は
っ
て
い
ま
す
。
外
出
時
の

カ
バ
ン
の
中
に
も
、
関
係
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
」

と
い
う
名
前
を
ご
存
知
の
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
報
誌
の

1
月
号
に
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
秘

話
が
巻
頭
5
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て

特
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ジ
パ

ン
グ
倶
楽
部
は
、
J
R
6
社
の
共

同
事
業
で
会
員
数
は
6
0
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
会
報
誌
の
発
行
部

数
は
8
5
万
部
と
の
こ
と
で
す
。
今

回
は
雪
ま
つ
り
秘
話
と
い
う
こ
と

で
、
残
念
な
が
ら
ほ
く
ほ
く
線
の

紹
介
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
各
方
面
に
売
り
込
み

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
在

京
の
人
た
ち
と
の
会
話
の
中
で
「
深

雪
観
音
」
の
話
が
出
ま
す
。
詳
し

い
話
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
担
当

す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
の
事
故
以
来
6
0
年
と
い
う
節
目

に
あ
た
り
、
も
う
一
度
こ
れ
を
見

直
し
、
克
雪
、
利
雪
の
原
点
と
し

た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
務
所
だ
よ
り
と
し
て
は
、
ち
ょ

つ
と
変
わ
っ
た
話
題
で
す
が
、
十

日
町
か
ら
資
料
（
「
雪
の
祭
典
」
高

橋
喜
平
著
）
を
送
っ
て
く
れ
た
人

も
あ
り
、
世
界
一
の
豪
雪
地
の
貴

重
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
大
切
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

卸鞍舞織撃簾鰍

郵雛鯉鱗鰯

　　　　　織隅　　　、簾鱒麟
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相談コーナー

①交通事故相談　　　　2月10日（月）

②定例行政相談　　　　2月14日働

③巡回内職相談　　　　2月21日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　2月13日㈲　小林彰弁護士
　2月27日㈲　櫻井陽一弁護士

　午前10時～午後3時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

地
域
資
料
を
こ
提
供
く
だ
さ
い

　
今
年
は
、
念
願
の
「
情
報
館
（
仮
称
）
」

の
建
設
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
情
報
館
は
、

図
書
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
、

情
報
を
提
供
す
る
「
新
し
い
形
の
図
書
館
」

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
資
料
、
特
色

資
料
も
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
資
料
と
は
、
こ
の
地
域
で
作
ら
れ

た
資
料
、
こ
の
地
域
に
関
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る
資
料
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

▼
歴
史
…
自
分
史
、
町
内
史
、
団
体
史
、

　
社
史
、
文
化
財
、
民
俗

▼
報
告
書
・
統
計
…
活
動
報
告
書
、
調
査

　
報
告
書
、
統
計
資
料

▼
美
術
…
作
品
集
、
写
真
集

▼
文
芸
…
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
文
集
・

　
句
集
・
歌
集
、
同
人
誌

▼
そ
の
他
…
そ
の
地
域
が
主
要
な
舞
台
に

　
な
っ
て
い
る
著
作
、
こ
の
地
域
の
人
（
在

　
住
者
、
出
身
者
等
）
を
扱
っ
た
著
作

　
「
地
域
」
の
範
囲
は
、
市
内
だ
け
で
な

く
松
代
町
、
松
之
山
町
を
含
む
新
広
域
圏

が
主
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
県
全
体

に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
特
色
資
料
と
し
て
は
、
情
報
館
で
は
雪
、

織
物
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
図
書
に
限
ら
ず
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
一
枚
紙
の
資
料
も
含
ま
れ
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
は
音
声
映
像
資
料
も
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
発
行
部
数
が
少
な
か
っ
た
り
、

関
係
者
だ
け
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
り
し
て
、
な
か
な
か
収
集
が
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
町
内
や
ご
家
庭
に
地
域
資
料
、

特
色
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
情
報
館
に
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

　
既
に
情
報
館
に
あ
る
も
の
で
も
、
一
つ

の
資
料
に
つ
い
て
最
低
2
部
必
要
で
す
し
、

も
の
に
よ
っ
て
は
各
地
区
公
民
館
ご
と
に

ほ
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
に
あ
が
っ

て
い
な
い
も
の
で
も
、
こ
れ
は
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
寄
贈
願
い
ま
す
。

霧
問
合
せ
”
情
報
館
建
設
準
備
室
（
智
52

　
1
5
0
1
1
十
日
町
市
公
民
館
内
）

か
け
ま
せ
ん
か

灘
朋
難

第
2
回
十
日
町
彫
刻
会
展

霧
日
時
H
1
月
2
9
日
㈱
～
2
月
4
日
㈹

（
月
曜
日
休
館
）
霧
場
所
H
市
民
会
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
笏
入
場
料
H
無
料
膨
内
容
H
会

員
8
人
に
よ
る
作
品
展
示
（
公
募
展
の
入

賞
作
品
を
含
め
、
新
作
も
出
品
予
定
）
雛

問
合
せ
H
十
日
町
市
公
民
館
（
智
5
7
－
5

0
1
1
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
2
月
6
日
㈱
・
2
0
日
㈲
午
前
9

時
～
1
1
時
3
0
分
笏
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
霧
間
合
せ
H
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉

係

講灘騨

◎
コ
ー
コ
ー

『
ほ
く
ほ
く
線
㊥

　
　
ヘ
ル
シ
ー
な
お
味
噌

　
　
　
　
「
峠
の
わ
が
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
頸
城
郡
松
代
町
）

　
難
渋
を
極
め
、
世
界
の
注
目
を
集
め
た
標
高
凹
m
の
鍋
立
山
（
な
べ
た

ち
や
ま
）
は
松
代
町
で
一
番
高
い
山
で
す
。
今
回
は
そ
の
鍋
立
山
近
く
の

峠
集
落
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
か
ら
1
3
年
前
、
昭
和
59
年
に
鵬
年
の
輝
か
し
い
伝
統
を
残
し
て
峠
小

学
校
が
閉
校
。
そ
の
一
角
で
生
活
改
善
を
目
指
す
主
婦
グ
ル
ー
プ
が
手
づ

く
り
お
味
噌
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　
大
豆
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
、
味
噌
の
仕
込
み
、
販
売
、
保
存
の
た
め
の

味
噌
庫
の
管
理
な
ど
、
す
べ
て
4
人
の
元
気
な
主
婦
が
手
作
業
で
行
い
、

「
味
噌
は
毎
日
食
べ
る
も
の
、
『
峠
の
わ
が
家
』
は
つ
く
り
手
の
顔
や
材
料

が
見
え
て
安
心
」
と
各
地
で
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
研
究
で
、
味
噌
に
は
皮
膚
の
色
素
メ
ラ
ニ
ン
の
合
成
を
抑
え
る

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
原
料
の

大
豆
は
「
畑
の
牛
肉
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
高
栄
養
価
食
品
と
し
て
成
人

病
対
策
に
も
有
効
で
す
。

（
こ
ん
り
ゅ
う
き
ん
）

と
共
生
し
て
固
定
し
、

た
ん
ぱ
く
質
な
ど
に
生

合
成
す
る
と
さ
れ
て
い
』

ま
す
。

　
甘
味
と
コ
ク
、
手
づ

く
り
が
自
慢
の
『
峠
の

わ
が
家
』
は
、
ほ
く
ほ

く
線
ま
つ
だ
い
駅
の
売

店
か
芝
峠
温
泉
で
お
買
㌔
、

い
求
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
気
中
の
8
0
％
の
窒
素
ガ
ス
を
根
瘤
菌

蟻
灘
奎

鱒懇

8



支
給
対
象

第
1
子
以
降

支
給
期
間

3
歳
未
満

支
給
金
額

（
月
額
）

第
1
子

5
、
0
0
0
円

第
2
子

5
、
0
0
0
円

第
3
子
以
降

1
0
、
0
0
0
円

◆
児
童
手
当
を
ご
存
知
で
す
か
　
児
童
手

当
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
と
資
質
の
向

上
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
、
3
歳

未
満
の
児
童
を
育
成
し
、
前
年
の
所
得
が

＝
疋
末
満
の
人
に
対
し
、
申
請
し
た
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
笏
受
給
手
続
き
H

受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
ま

だ
旧
ル
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
次

の
も
の
を
持
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
①
健
康
保
険
証
②
印
鑑
③
養
育
者
（
父

親
）
の
口
座
が
分
か
る
も
の
（
公
務
員
・

教
員
は
各
所
属
庁
へ
申
請
）
笏
円
月
～
1

月
分
の
振
込
H
平
成
8
年
1
0
月
～
9
年
1

月
分
の
手
当
を
2
月
1
0
日
㈲
に
指
定
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼

笏
問
合
せ
目
市
民
課
年
金
係

◆公営住宅入居者募集

笏募集住宅葺①黒沢県営住宅3戸（6畳

1室・3畳1室・台所、12，300円一・2戸、

6畳3室・3畳1室・台所、26，300円一1

戸）②田川市営住宅1戸・（6畳2室・5畳

1窒・台所、26，800円）③八幡田市営住宅

1戸（6畳2室・5畳1室・台所、29，400

円）笏募集期間窪1月24日㈱煽2月12日

㈱笏間合せ1建設課建築住宅係

◆
届
出
は
お
済
み
で
す
か
？
第
3
号
被
保

険
者
の
「
特
例
届
」
　
第
3
号
被
保
険
者

の
特
例
の
届
出
は
3
月
末
ま
で
で
す
。
い

ま
ま
で
に
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
が
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
期
間
や
、
届
出
が
遅
れ

た
た
め
保
険
料
納
付
済
期
間
と
み
な
さ
れ

な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
の
届
出

を
行
え
ば
、
第
3
号
被
保
険
者
制
度
が
で

き
た
昭
和
6
1
年
4
月
以
降
の
第
3
号
被
保

険
者
に
該
当
し
た
す
べ
て
の
期
間
が
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
特
例
の
届
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
す

ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
2
0
歳
以
上
6
0

歳
未
満
の
人
）
は
、
届
出
す
る
こ
と
に
よ

り
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
笏
問

合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

笏
日
時
0
2
月
1
8
日
㈹
・
2
5
日
㈹
午
前
9

時
～
1
1
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
そ

の
他
H
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
笏
問

合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7
1
2
4
0

0
）◆

税
の
事
前
還
付
説
明
会
　
笏
日
時
H
2

月
3
日
㈲
・
4
日
㈹
午
前
1
0
時
か
ら
と
午

後
1
時
3
0
分
か
ら
の
2
回
笏
場
所
H
ク
ロ

ス
ー
0
笏
持
参
す
る
物
”
（
共
通
）
①
印
鑑

②
筆
記
用
具
③
計
算
器
具
④
預
貯
金
の
口

座
番
号
が
分
か
る
書
類
、
年
金
受
給
者
…

①
年
金
の
源
泉
徴
収
票
②
年
金
以
外
の
収

入
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
所
得
金
額
が
分

か
る
書
類
③
各
種
保
険
料
控
除
証
明
書
、

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
…
①
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
②
医
療
費
の
領
収

書
・
証
明
書
笏
問
合
せ
口
十
日
町
税
務
署

（
暦
52
1
3
1
8
1
）

◆
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
無
料
相
談

関
東
信
越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
で
は
、

還
付
申
告
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
事

前
に
電
話
連
絡
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

勿
日
時
H
2
月
1
2
日
㈱
～
1
4
日
働
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
4
時

〈
連
絡
先
〉

2月14日働 2月13臼㈱ 2月12日㈱相談日

和宮中戸
久内沢田
井　　善守

エ孝知多

水中高高
落村橋橋
　ヨ正シ重
樹子厚實

水中大酒
落村口井
信　　康栄
市稔幸一

氏
名

本七津川
町
6 軒南西1

1
町
町
町

高西津美
爵寺嬬
2町町3

寿西津南
　　　新
町寺南田
　　　町
2町町2

所
在
地

52526668
1　　1　　1　　1

2　3　2　2
0　8　3　5

7　1　16
3　3　7　9

52576557
1　　1　　1　　1

3　8　2　8

945　7
2　845
12　2　0

57576557
1　　1　　1　　1

2　8　28
5　4　5　4

484　2
8　2　2　1

電
話

◆
ほ
く
ほ
く
線
の
試
乗
会
　
笏
日
時
H
3

月
8
日
…
田
・
9
日
㈲
笏
使
用
車
両
目
H
K

㎜
型
普
通
電
車
（
2
両
編
成
）
笏
コ
ー
ス

”
A
～
G
ま
で
の
7
コ
ー
ス
笏
定
員
H
各

コ
ー
ス
と
も
m
人
（
た
だ
し
F
・
G
コ
ー

ス
は
5
5
人
）
笏
応
募
方
法
H
一
般
公
募
で

す
。
2
月
1
9
日
㈱
必
着
で
官
製
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

日
及
び
希
望
コ
ー
ス
を
記
入
し
て
北
越
急

行
㈱
（
〒
鰯
ー
6
6
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字

六
日
町
群
ー
2
）
へ
。
笏
間
合
せ
口
地
域

開
発
室
北
越
北
線
対
策
係
※
当
選
者
に
は

乗
車
整
理
券
を
送
り
ま
す
。
当
日
持
参
し

⑰

福
祉
機
器
の

　
　
　
　
　
上
手
な
利
用

　
　
「
福
祉
機
器
」
と
い
う
言
葉
は

な
じ
み
の
薄
い
言
葉
で
す
が
、
何

ら
か
の
障
害
を
持
つ
人
が
日
常
生

活
を
自
立
し
て
快
適
に
暮
ら
す
た

め
の
道
具
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

介
護
の
た
め
の
便
利
な
道
具
も
意

味
し
ま
す
。

◎
福
祉
機
器
は
便
利
で
す

　
障
害
を
持
つ
人
の
入
浴
や
食

事
、
排
泄
を
は
じ
め
と
し
て
、
移

動
や
床
周
り
な
ど
日
常
生
活
に
利

用
で
き
る
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。　

例
え
ば
、
電
動
ベ
ッ
ド
や
車
イ

ス
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
杖
や

歩
行
器
、
失
禁
用
パ
ン
ツ
や
紙
オ

ム
ツ
な
ど
多
種
多
様
で
す
。
も
ち

ろ
ん
介
護
す
る
側
か
ら
考
え
ら
れ

た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
福
祉
先
進
国
か
ら
の
輸

入
や
国
内
で
も
技
術
開
発
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
障
害
を
持
つ
人
の
自
立
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
自
立
の
喜
び
は
生

き
る
こ
と
の
喜
び
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
介
護
の
手
が
助
か
る
こ
と

も
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
ス
プ
ー
ン
一
本
が
自
立
を
生
み

出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
具
を

上
手
に
利
用
し
て
、
自
立
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

福祉機器展示コーナー

◎
大
切
な
の
は
選
び
方

　
障
害
の
程
度
や
自
立
能
力
、
住

環
境
、
介
護
者
の
介
護
力
な
ど

様
々
な
角
度
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
て
、
用
途
や
体
に
あ
っ
た
福
祉

機
器
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福

祉
機
器
の
展
示
や
相
談
、
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
三
好
園

　
　
　
　
　
　
暦
5
6
－
2
1
3
4

◆
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ま
り
の
里

　
　
　
　
　
　
暦
5
8
－
2
0
5
0

平成9年1月25日号9



て
く
だ
さ
い
。

◆
公
立
高
等
学
校
定
時
制
課
程
・
通
信
制

課
程
生
徒
募
集
　
笏
募
集
す
る
学
校
H
▼

定
時
制
…
船
江
、
西
新
発
田
、
新
発
田
南
、

五
泉
、
長
岡
西
、
三
条
、
小
千
谷
、
小
出
、

六
日
町
、
十
日
町
、
高
田
南
城
、
高
志
、

明
鏡
、
▼
通
信
制
…
新
潟
、
高
田
南
城
笏

間
合
せ
H
①
出
願
手
続
き
”
出
身
中
学
校

②
学
習
内
容
等
H
出
願
す
る
高
等
学
校
③

そ
の
他
”
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

（
智
隔
－
獅
1
5
5
1
1
）

◆
発
行
し
て
ま
す
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
交

信
証
」
　
十
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ

ブ
で
は
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
P
R
を

兼
ね
、
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
交
信
証
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
9
月
1
日
に
十
日
町
市
で
行
わ
れ
る

県
の
防
災
訓
練
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

笏
間
合
せ
H
真
霜
由
紀
夫
（
上
原
新
町
・

費
5
7
－
5
6
9
4
）

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
通
信

▼
ス
ノ
ー
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
～
白
銀
ロ
マ
ン

ス
～
…
今
年
も
ま
た
、
夢
を
お
届
け
し
ま

す
。
雪
上
で
の
永
遠
の
誓
い
。
纏
日
時
”

2
月
1
4
日
樹
午
後
8
時
4
5
分
～
▼
雪
上
茶

席
…
幻
想
的
な
雪
庭
園
、
一
時
の
静
寂
。

地
元
社
中
に
よ
る
御
手
前
を
琴
の
音
色
の

中
で
。
笏
日
時
H
2
月
1
5
日
ω
・
1
6
日
㈲

▼
ほ
ん
や
ら
ど
う
…
大
き
な
ほ
ん
や
ら
ど

う
の
中
で
、
餅
や
甘
酒
を
。
雪
国
な
ら
で

は
の
風
情
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
笏
日

時
H
2
月
1
4
日
働
～
1
6
日
㈲
※
問
合
せ
H

十
日
町
青
年
会
議
所
（
保
坂
・
十
日
町
商
工

会
議
所
内
費
5
7
1
5
1
1
1
）

◆
第
4
8
回
雪
ま
つ
り
協
賛
「
じ
ば
さ
ん
ま

つ
り
」
　
笏
日
時
H
2
月
1
5
日
ω
午
前
9

時
～
午
後
9
時
3
0
分
、
1
6
日
㈲
午
前
8
時

30
分
～
午
後
6
時
笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏

内
容
1
1
①
お
土
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
②
ふ

る
さ
と
の
民
芸
実
演
コ
ー
ナ
ー
③
き
も
の

掘
り
出
し
市
ほ
か
笏
問
合
せ
H
ク
ロ
ス
ー
0

（
盈
57

－
2
3
2
3
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
1
2
回

　
十
日
町
4
時
問
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
〉

傷
日
時
H
2
月
8
日
ω
・
9
日
㈲
纏
場
所

”
笹
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー

ス
笏
募
集
定
員
H
①
個
人
“
2
5
0
人
②

リ
レ
ー
”
5
0
チ
ー
ム
笏
参
加
費
H
個
人
“

2
千
円
（
小
・
中
学
生
の
部
千
円
）
リ
レ

ー
“
6
千
円
（
小
・
中
学
生
の
部
4
千
円
）

笏
申
込
み
H
1
月
31
日
働
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
十
日
町
4
時
問
ト
ラ
イ
ア
ル
レ

ー
ス
事
務
局
（
中
条
地
区
公
民
館
内
智
52

1
2
7
4
8
）

訂
正
と
お
詫
び

　
1
月
1
0
日
号
の
「
じ
ょ
う
ず
に
描
け
た

ね
〃
」
に
掲
載
し
た
岩
田
佳
奈
子
ち
ゃ
ん

は
岩
田
佳
奈
ち
ゃ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

＝

（）累計12月中の交通事故発生状況

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
8年 28（253） 31（293） 2（6）

7年 19（206） 25（236） 0（5）

　　交差点や踏切では

　　　　　　細心の注意を

　冬期問は雪のため交通環境が悪化し、

人や車の確認がむずかしくなります。

　ドライバーは、交差点ではスピードを

ゆるめ、踏切では一時停止をして安全確

認を確実に行いましょう。また、具通し

の悪いところでは必ず窓を開けて、目と

耳で安全確認をしましょう。

　さらに、夕方は早めにライトを点灯し

ましょう。

●向かい側に自分の車のスペースが

できてから進入してください

毒

竃鵯
燕
．

諺

●
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
と
き

　
　
水
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
？

　
従
来
ス
ポ
ー
ツ
は
、
身
体
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
と
も
に
口
渇
き
に

耐
え
る
こ
と
が
精
神
的
な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
さ
れ
、
練
習
中
に
水
を

飲
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
分
な
水
分
補
給
が
体

温
調
節
に
は
必
要
で
、
熱
中
症
な

ど
の
事
故
予
防
に
も
重
要
で
す
。

脱
水
状
態
で
は
運
動
能
力
が
低
下

し
、
良
い
成
績
が
出
せ
な
い
こ
と

が
実
験
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
脱
水
状
態
で

　
　
が
ん
ば
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
高
温
室
で
正
常
な
人
と
す
で
に

脱
水
状
態
に
な
っ
た
人
に
水
を
与

え
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
水
分
補

給
が
十
分
で
な
く
す
で
に
脱
水
状

態
に
な
っ
て
い
る
人
は
汗
の
量
が

増
加
し
、
十
分
に
水
分
を
補
っ
て

い
る
正
常
な
人
は
汗
の
量
が
増
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
水
を
飲
ん
で
汗

が
増
え
る
人
は
、
す
で
に
脱
水
状

態
に
な
っ
て
い
て
必
要
な
汗
が
出

て
い
な
く
て
、
水
を
飲
む
こ
と
に

よ
り
必
要
な
汗
が
出
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
体

温
も
す
で
に
上
昇
し
、
疲
れ
て
い

て
運
動
能
力
も
低
下
し
て
い
る
わ

け
で
す
。

●
吸
収
さ
れ
や
す
い

　
　
　
粗
成
の
水
と
は
？

　
一
般
的
に
発
汗
に
よ
り
脱
水
が

生
じ
た
後
に
自
由
に
水
を
飲
ま
せ

て
も
、
汗
で
失
っ
た
水
分
を
摂
取

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
水
だ
け
を
飲
む
と
血
液
の
イ
オ

ン
濃
度
が
薄
ま
っ
て
、
こ
れ
以
上

水
が
飲
め
な
く
な
る
た
め
で
す
。

さ
ら
に
血
液
を
元
に
戻
す
た
め
に
、

尿
と
し
て
水
を
出
し
ま
す
。

　
汗
の
量
が
体
重
の
2
％
ま
で
で

あ
れ
ば
、
水
だ
け
で
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
上
の
汗
を
か

い
た
場
合
に
は
、
イ
オ
ン
を
補
給

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
胃
か
ら
少
し
で
も
早
く
腸
へ
移

行
し
、
吸
収
さ
れ
や
す
い
粗
成
の

水
を
摂
る
に
は
、
0
・
2
％
程
度

の
食
塩
と
2
～
3
％
の
糖
を
含
ん

だ
も
の
が
最
適
で
す
。

　
結
局
水
分
補
給
は
早
め
に
、
1

0
0
～
2
0
0
㏄
程
度
の
水
を
こ

ま
め
に
摂
る
こ
と
で
す
。
気
温
の

高
い
時
や
激
し
い
運
動
時
に
は
、

飲
水
休
憩
を
取
り
、
事
故
防
止
と

練
習
効
果
の
向
上
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。
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看
護
婦
、
理
学
療
法
士

　
　
　
　
修
学
資
金
貸
付
金

務
応
募
資
格
H
看
護
婦
、
理
学
療
法
士
等

を
養
成
す
る
も
の
で
、
卒
業
後
十
日
町
市

内
に
お
い
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人
。
教
育
委
員
会
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
人
。

霧
貸
与
金
額
H
月
額
2
万
5
千
円

纏
提
出
書
類
”
①
貸
与
申
請
書
（
保
健
衛

生
課
に
あ
り
ま
す
）
②
学
業
成
績
表
③
健

康
診
断
書
④
保
証
書

影
申
込
み
・
問
合
せ
ロ
保
健
衛
生
課
保
健

衛
生
係

乳
幼
児
健
康
診
査
の

　
　
受
診
が
変
わ
り
ま
す

　
出
生
届
の
時
に
交
付
し
た
乳
児
一
般
健

康
診
査
受
診
票
（
医
療
機
関
で
無
料
で
1

回
健
診
が
受
け
ら
れ
る
券
）
は
、
平
成
9

年
4
月
か
ら
の
母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ

り
変
更
に
な
り
ま
す
。
ご
利
用
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
平
成
8
年
4
月
～
9
月
生
ま
れ
の
乳
児

は
、
平
成
9
年
3
月
末
日
ま
で
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
②
平
成
8
年
1
0
月
以
降
に

生
ま
れ
た
乳
児
は
、
生
後
5
～
6
か
月
児

の
み
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
③
平
成
8
年

12

月
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
児
は
、
受
診
票

を
4
か
月
児
健
診
で
渡
し
ま
す
の
で
、
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

雛
問
合
せ
H
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

成
分
献
血
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
成
分
献
血
は
、
血
し
ょ
う
成
分
献
血

と
血
小
板
成
分
献
血
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
輸
血
用
の
血
小
板
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
1
月
か
ら
血
小
板
成
分
献
血

だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
成
分

献
血
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
く
人
の
条
件

が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

影
条
件
H
男
女
と
も
体
重
が
5
0
㎏
以
上
の

人
（
変
更
前
H
男
4
5
㎏
以
上
、
女
4
0
㎏
以
上
）

　
輸
血
用
血
液
の
安
定
確
保
の
た
め
、
今

後
と
も
献
血
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
月
の
献
血
車

◆
全
血
献
血

・
日
時
H
2
月
1
6
日
㈲
午
前
1
0
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
～
3
時

・
場
所
H
十
日
町
市
役
所
（
雪
ま
つ
り
）

◆
成
分
献
血

・
日
時
H
2
月
5
日
㈱

・
場
所
H
十
日
町
市
役
所

※
成
分
献
血
は
、
事
前
に
保
健
衛
生
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
所
要
時
間
は
約

60
分
で
す
。

η
し

者
郎
　
　
　
浩

護
　
　
亨
武

保
一
　
　
　
篤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
4
2
田
2

所
座
市
新
町

住
新
土
軽
簡

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

子
梨
箋
樹
晃

の
絵
　
　
直
諮
真

歯
い
原
海
田
野

よ
　
篠
小
岩
庭

甲2月の休日救急医

2日（日）

長山医院　（津南町）盈66－2877

中条病院（北原）盈57－3018
9日（日〉

大坪医院（四日町新田1）姪57－6100

11日㈹　建国記念日

第二藤巻医院　（川西町）盈68－2018

津南病院（津南町）盈65－3161
16日（日）

上村病院（中里村）a63－2111
23日（日）

田中外科医院（田中町本通り）盈52－2403

むし歯のないよい歯の子
　12月の3歳児健診を受けた子44人

者
和
　
幸
伸
之
夫
夫
二
　
　
徳
之
好
子
幸

護
　
　
宏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
等

保
宏
　
雅
卓
弥
一
春
健
　
　
吉
弘
和
修
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
，
希
．
地
．
志
．
巳
翔
．
世
春
．
花
．
沙
．
美
．
藩
子
・
哉
か

の
酵
和
伽
大
礎
尚
奴
拓
　
　
鑓
明
千
ゆ
結
り
梨
る
瑠
な
奈
　
　
奈
酌
友
り

歯
原
　
あ
亜
ち
知
山
可
ゆ

凝
口
澤
笠
内
口
野
田
村
橋
澤
宮
藤
井
橋

　
　
　
　
　
　
し

　
樋
楯
小
岬
東
宮
関
庭
山
上
高
古
小
遠
永
高

2月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児〕

20日
休）

午後1時10分

　～1時45分
5年8月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

13
休）

午後1時10分

　～1時45分
7年8月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

26日
（水）

午後1時10分

　～1時30分

8年10月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
18日

（火）

午前9時30分

～10時15分

6年8月
生まれの幼児

mか月児
身体測定

19日
（水）

8年4月
生まれの乳児

麟鯖朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり

　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります〉

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年9月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。3月の

健診対象者に検査セット等を送付しますので、2月15

　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま

　で連絡してください。

2月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター
3・10・17・

24日（月〉 午前9時～11時30分

新座コミュニティ
セ　　ン　タ　ー

18日（幻

午前9時～11時30分

大井田コミュニティ

セ　　ン　タ　ー 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

20日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時

羽　根　川　荘

21日㈹

午前9時～11時30分
水沢地区公民館

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

28日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～午後4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな

　どの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
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COMO一τOKオMオ（コHI⑩

　クリスマスや年末のイベントの喜びと希望に満ちたこの

時期に、コモの全市民は悲しみに沈んでいます。この問、

コモ市の偉大な建築家、イコ・パリスィ氏が亡くなったか

らです。パリスィ氏は1916年にパレルモ（シチリア州の州

都）に生まれ、5歳の時に絵画教師の父とともにコモ市に

引っ越して来て、その後ずっと住み続け生粋のコモ人にな

りまじた。パリスィ氏は優れた先生に師事し芸術を学び、

1937年にガ：ヌラマンとしてデビューし評価を得ました。そ

の後48年にはパリで開かれた装飾芸術家展示会に前衛的な

家具を発表しました。

　イタリアの代表的な芸術家たちと活動をともにし、50年

舞　鵬
　
纏

　
　
爆
難

　
　
　
謙

講

　職

騒　　　騨

　
餓i難i

灘

作品名匡やさ際・羨破壊劃

から60年代にかけてはカメラマン、また画家として活躍し

ながら写真と絵画の芸術性を深く極めていきました。この

芸術への探究心により、さらに斬新的な作品へと広がりを

見せ、現在の前衛芸術作品が生まれました。パリスィ氏の

作品はローマの現代芸術国立美術館、ミラノの近・現代芸

術パビリオン、パリのポンピドゥ・センターなどに展示さ

れています。もちろんコモの市立絵画館にも展示されてお

り、コモ市民はいつでも見ることができます。

　　　　　　　　　　＜カルロ・ギェルメッティ記＞

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください・

＼

大雪！？
　　　総合マクト

今
年
は
・
ろ
ま
ま

雪
隣
ら
な
い
ず

ほ
レ
い
よ
ね

編
榔
～

（
・
⑳
）
》

　
　
び

　
　
ロ

6
亀
屡
，

や
～
ま
こ
は

　
し
3
し
排
贔
～

　
　
　
　
　
　
　
偽

　
　
　
　
＼
　
グ

　
　
　
　
　
　
○
－

　
　
　
　
N

．
ノ
1彦 て

も
ス
矛
1
ぞ
き
ろ
ゼ
d
つ

雪落

呼
レ
い
カ

え
ー
　
　
＼

為
ほ
大
雪
、

侮
濠
し
い
3
億

蕨で

スクーゆレNOW

心と心を結ぶ交流活動

　　　　東小学校

茄．10

翻

雛

鋳

襯

灘

，
頭

黙

年

　　東小学校では、「交流」をキャッチフレー

　ズに友達の輪を広げる活動や学校と地域の

　結び付きを深める活動を行っています。

　　　一友達の輪を広げる活動一
　　運動会では、上級生と下級生が一緒にな

　り手を取り合い障害物を越えるなど、励ま

　し支え合い競技に参加しました。また、異

　学年間の集会活動や年3回の給食交歓会な

　どを通し学年間の絆を深めています。

　　　一地域の文化を学ぶ交流活動一

　　昨年の文化祭では、地域の人たちから、

　地域に伝わる昔話を聞いたり、ちんころ・

　わら細工作りなどを教えてもらったりしま

　した。自らやってみることにより、その技
ぬ

難術の巧みさに新たな感動を覚えました。左
灘

雛l

i鱗欝

羅

糞

　髪

の写真はその活動の様子です。

一心と心の交流（花のプレゼント）一

　飼育栽培委員会が育てた花を地域の一人

暮らしのお年寄りにプレゼントしています。

みんなで心の通い合う地域にしようと努力

を始めています。

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
全
国
の

小
学
校
か
ら
「
雪
国
の
暮
ら
し
」
に
つ

い
て
の
資
料
請
求
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
用
意
し
て
い
る
冊
子
「
雪
国

と
お
か
ま
ち
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

意
外
と
人
気
が
あ
る
の
が
「
市
報
と
お

か
ま
ち
」
で
す
。
よ
く
読
む
と
、
冊
子

以
上
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が
得
ら
れ

る
と
い
う
わ
け
で
、
冬
期
発
行
分
を
送

っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
市
報

を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
知
っ

て
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
、
市
報
を
何
回
分
か
子
供
た
ち

に
読
ん
で
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
雪
国
な

ら
で
は
の
工
夫
を
探
す
の
だ
そ
う
で
す
。

ふ
だ
ん
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
も
、
視
点
を
変
え
る
と
す
ば
ら
し

い
発
見
に
な
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

十日町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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